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昭
和
三
十
一
一
年
、
十
五
才
で
東
京
の
喜
多
流
十
五
世
宗
家
喜
多
実
先
生
の
内
弟
子
に
入
っ
て
以

来
、
こ
の
道
を
進
ん
で
来
ま
し
て
五
十
余
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
度
平
成
三
十
一
年
度
の
広
島
県

教
育
賞
を
頂
き
ま
し
た
。
ご
一
緒
に
広
島
市
在
住
で
小
鼓
方
の
横
山
晴
明
先
生
も
受
賞
さ
れ
、
広

島
県
に
お
い
て
能
楽
の
教
育
価
値
が
認
識
さ
れ
て
き
た
証
で
は
な
い
か
と
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

能
楽
は
江
戸
時
代
に
は
武
士
の
式
楽
と
し
て
栄
え
、
明
治
維
新
後
は
一
時
衰
微
し
ま
し
た
が
、

政
財
界
の
強
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
再
興
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
第
三
次
大
戦
後
の
六
十
年
問
、

日
本
の
学
校
教
育
で
は
西
洋
文
化
が
主
流
と
な
り
、

日
本
の
伝
統
文
化
は
ほ
と
ん
ど
、
教
え
ら
れ

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
数
年
前
よ
り
や
っ
と
日
本
文
化
を
教
育
の
場
に
と
文
部
科
学
省
も
動

き
出
し
、

そ
の
機
運
を
受
け
て
の
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
昨
年
五
月
に
は
北
欧
一
一
ヶ
国
で
、
十
二
月
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
三
ヶ
国
で
演
能
す

る
機
会
を
得
ま
し
た
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
現
在
の
教
育
現
場
に
は
能
楽
を
は
じ
め
と
し
て

日
本
文
化
を
正
し
く
指
導
で
き
る
指
導
者
は
ご
く
わ
ず
か
で
す
。
今
後
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
ど

の
よ
う
に
継
承
し
、
指
導
者
を
育
て
て
い
く
か
は
急
務
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

喜
多
流
職
分

大

島

広
島
操
教
育
晶
子
、
を
受
賞
レ
て
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笑
兼
食
「
パ
ゴ
ダ
」


へ
の
誼


エ
マ

ト

，1，ι
、，，-

1968年、アーラム大学入学。� 

1970年、初来日、早稲田大学国際部で勉

強し、伝統邦楽と芸能に興味を持つ。� 

1972年、アーラム大学卒業後、再来日。� 

1973年より能の実技を習い始め、その後、東京芸術大学で日本やアジア

二
O
O
九
年
十
二
月
、
英
語
能
「
パ
ゴ
ダ
」
の
ロ
ン

N
H
K

ド
ン
公
演
が 

テ
レ
ビ
で
、
そ
し
て
今
年
一
月
に

中
国
系
イ
ギ
リ
ス
人
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
チ
ョ
ン
グ
女
史

が
書
い
た
台
本
で
、
ア
メ
リ
カ
人
が
結
成
し
た
劇
団

「
シ
ア
タ
ー
能
楽
」
と
大
島
衣
恵
さ
ん
や
日
本
人
能
楽

l

師
と
の
コ
ラ
ボ
レ 

シ
ヨ
ン
で
、
日
本
伝
統
文
化
の
中

で
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
能
楽
が
英
語
で
上
演
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
感
動
を
外
国
の
観
客
に
与
え
た

と
紹
介
さ
れ
た
。

こ
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
日
本
人
は
ど
う
思
っ

た
だ
ろ
う
か
。
単
に
び
っ
く
り
し
た
だ
け
の
人
、
日
本

文
化
が
世
界
に
紹
介
さ
れ
誇
り
を
も
っ
た
人
も
い
た
で

し
ょ
う
。
ま
た
は
日
本
の
難
し
い
能
は
外
国
人
に
は
解

る
わ
け
な
い
、
日
本
の
プ
ロ
が
や
っ
て
い
る
能
公
演
と

比
べ
て
大
し
た
能
公
演
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た

人
も
い
た
で
し
ょ
う
。

初
め
て
相
撲
の
世
界
に
外
国
人
力
士
が
幕
の
内
に
出

て
き
た
時
と
似
た
よ
う
な
見
方
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

し
、
逆
に
日
本
人
が
初
め
て
バ
イ
オ
リ
ン
や
ピ
ア
ノ
の

世
界
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
た
時
と
も
似
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

こ
の
英
語
能
が
突
然
の
出
来
事
だ
と
思
う
人
も
い
る

で
し
ょ
う
が
、
こ
の
英
語
能
「
司
〉
の 

ロ
〉
」
公
演
は
、

O

数
十
年
に
わ
た
っ
て
何
曲
も
の
英
語
能
の
歴
史
の
中
か

ら
培
わ
れ
た
経
験
と
努
力
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
突

然
の
出
来
事
で
は
な
い
。
六 

年
以
上
の
古
典
能
の

O
O

歴
史
と
比
べ
て
英
語
能
の
歴
史
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
年

数
だ
が
、
少
し
ず
つ
意
義
の
あ
る
充
実
し
た
歩
み
が
始

ま
っ
て
い
る
。

能
を
英
語
で
上
演
す
る
目
的
を
持
っ
て
い
る
シ
ア
タ
ー

能
楽
と
い
う
劇
団
は
二 
0
0
0
年
に
結
成
さ
れ
た
。
一

九
九
一
年
東
京
で
、
一
九
九
五
年
に
は
米
国
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
州
ブ
ル 
l
ム
ズ
パ 

グ
と
い
う
町
で
「
能
ト
レ
ー

l

ニ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
私
は
立
上
げ
指
導
し
て

い
た
が
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
数
人
に

英語能の劇同「シアター能楽」芸術監督

氏'卜マエ
いわチヤけノ

武蔵野大学文学部教授

能の喜多流仕舞教士� 

1949年、米国オハイオ州生まれ。� 

_¥.!¥ 
7('聖

フ
ラ
ン
シ
ス 

[ω
け
手
。
コ
旦 
ω
]

(
一
九
七 

年
初
演
)

O

呼
び
か
け
た
。
参
加
者
は
皆
、
既
に
数
年
間
古
典
能
を

稽
古
し
て
い
て
、
能
の
力
を
感
じ
、
そ
れ
を
自
分
の
母

国
語
で
あ
る
英
語
で
新
作
能
を
上
演
し
た
い
願
い
を
持
っ

て
い
る
。

実
は
そ
れ
以
前
に
も
私
は
英
語
能
や
能
ら
し
き
英
語

作
品
の
上
演
に
い
く
ら
か
関
係
し
て
い
た
。
こ
こ
で
、

振
り
付
け
エ
レ
ノ 

ル
・
キ
ン
グ
(
一
九
五 
0
年
代

あ
る
程
度
の
英
語
能
の
歴
史
を
、
私
や
シ
ア
タ
ー
能
楽

が
関
係
し
て
い
る
演
目
か
ら
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。 

l

ア 

サ
1
・
リ
ト
ル
(
米
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
ア

ラ
ム
大
学
元
演
劇
学
教
授
)

ド
・
ホ
ル
ピ
ッ
ク
(
ア 

l 作

l

l

作

曲

レ

ナ 

ラ
ム
大
学
一
冗

l

音
楽
学
教
授
)

か
ら
の
米
国
の
名
モ
ダ
|
ン
ダ
ン
サ
ー
)

あ
ら
す
じ
ク
エ
ー
カ
ー
教
の
旅
人
が
イ
ン
ド
の
カ
ル

武シ�  

j 蔵ア
野タ

チ主ム
ヤ支葉� 
l学芸
ド部術
ド教監
.授督

R
C
C

は
広
島
の 

テ
レ
ビ
で
も
報
道
さ
れ
た
。

伝統芸能を研究し、修士号を習得。博士号終了。

英語能の作曲、演出を数多く手掛け、� 1990年、� CD I英語能」を出す。

国内外で能のワークショップ、レクチャ一、公演など意欲的に活動中。� 

~~宇 
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カ
ッ
タ
で
道
法
た
の
乞
食
に
出
会
い
、
そ
の
い
乞
食
が
ア
ッ

シ
ジ
の
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
(
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
)
の
霊
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
夢
幻
能
の
構
成
。

背
景
早
稲
旧
大
学
と
交
流
の
あ
っ
た
ア 

ラ
ム
大
学

の
向
先
生
が
一
年
隠
日
本
に
滞
在
し
、
龍
を
勉
強
し
た

i

後
作
ら
れ
た
作
品
。
能
の
ゼ
ミ
が
行
わ
れ
た
後
、
ア
ー

ラ
ム
大
学
学
生
(
リ
チ
ャ 

ド
・
ヱ
マ 

ト
も
参
加
)

二 

二
年
、
シ
ア
タ
ー
能
楽
が
米
国
で
八
閥
、
七

に
よ
っ
て
上
演
。

会
場
で
初
上
演
ツ
ア

1
0
ヱ
マ 

一
九
七
五
年
、
東
京
で
縛
演
。
ア
メ
リ
カ
人
狂
苦
役

者
ダ
ン
・
ケ
ニ 

演
出
、
リ
チ
ヤ
ー
ド
・
エ
マ

l

l

O
O

ト
、
松
井
彬
の
演
出
。

松
井
彬
。

ク
レ

ジ

ジ
ェ 

ン

〔 

〈 

コ 

(
一
九
八
一
一

作生
流 
内
弟
子
、
現
在
シ
ア
タ
ー
能
楽
会
員
)

あ
ら
す
む
物
狂
い
の
ジ
ェ 

ン
と
い
う
女
が
授
の
恋

a 0
2
w
N

E

i

Lω
e

O
]

i

i

ト
音

i

楽
監
督
、
松
井
彬
(
喜
多
読
シ
テ
方
〉
型
付
。

一
九
八
八
年
、
ア 

ラ
ム
大
学
の
学
生
に
よ
り
再
演
。

i

エ
マ 

ト
総
出
。
松
井
彬
と
共
同
横
山
。

l

(
物
在
ジ
ェ

作
曲
・
潰
出
ッ
ド
・
ク
ラ
ン
ド
ル
(
一
元
宝

躍
の
井
〔
》
仲 

凶定一へ 

ω
〈
〈
札
口 

(
一
九

六
年
競
演
。

年
英
語
能
と
し
て
の

初
演
)

作
ウ
ィ
リ
ア
ム 

イ
ヱ 

ツ
〈
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

の
詩
人
、
麟
作
家
)

あ
ら
す
じ
ケ
ル
ト
の
若
き
英
雄
ク 

フ
リ
ン
が
永
遠

の
生
命
を
求
め
て
そ
の
井
戸
を
探
し
に
や
っ
て
く
る
。

そ
こ
に
、
そ
の
水
が
湧
く
ま
で
五
十
年
も
待
っ
た
客
人

と
鷹
の
精
に
と
り
つ
か
れ
泉
を
守
る
女
性
も
い
る
。
や
っ

と
水
が
識
さ
始
め
る
と
、
鷹
の
精
の
女
は
飛
び
回
り
、

結
局
ク 
i
フ
リ
ン
も
義
人
も
水
を
飲
め
な
い
で
終
わ
る

物
語
。

背

蟻

イ

エ

i
ツ
が
能
の
英
語
融
訳
に
イ
ン
ス
ゼ
レ
!

i
-n-

ESmwzh

シ
ョ
ン
を
受
け
て
作
制
。
能
の
古
典
構
成
と
全
く
間
関
係


な
く
て
も
、
能
ら
し
さ
を
表
現
し
、
そ
の
後
日
本
に
逆


輸
入
さ
れ
、
能
研
究
者
・
演
出
家
の
横
道
祷
思
雄
氏
と

作

ジ

ャ

ニ 

ン
・
バ
イ
チ
マ
ン
〈
日
本
文
学
・
詩
の


九

Z
C
2
0

i
八

よ
る
新
作
能
「
騰
の
井
戸
」
や
「
鷹
鯨
」
が
作
ら
れ
た

i

原
曲
。一

九
八
一
年
、
京
都
、
大
阪
の
能
楽
堂
で
上
演
。
能

型
付
梅
若
猶
彦
(
鶴
世
流
シ
テ
方
、
静
岡
間
文
化
謀
術

の
作
揃
は
ヱ
マ 

ト
、
演
出
は 

劇
団
の
ジ
ョ

i

人
ト
ム
を
諜
し
な
が
ら
諸
国
を
放
浪
す
る
。
あ
る
田
舎

町
の
教
会
で
著
者
に
出
会
い
、
そ
の
若
者
が
否
定
し
て

も
ジ
ェ 

ン
註
彼
が
ト
ム
だ
と
信
じ
、
若
者
を
誘
い
な

が
ら
揺
り
だ
す
。
や
っ
と
若
者
も
苦
の
よ
う
に
一
緒
に

蹴
り
出
す
と
、
し
詰
ら
く
し
て
ジ
ェ
!
ン
が
急
に
い
な

く
な
る
。
最
後
に
ジ
ェ 

1
ン
を
探
し
て
い
る
若
者
、
が
残

り
、
や
は
り
若
者
が
ト
ム
だ
っ
た
の
か
、
恋
の
物
狂
い

泣
ジ
ェ 

ン
で
は
な
く
そ
の
若
者
だ
っ
た
の
か
。

背
景
元
の
上
演
は
ク
ラ
ン
ド
ル
誌
の
閥
洋
楽
器
と
能

の
動
ぎ
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
一 

一
一
年
に
能

風
の
作
曲
に
改
め
、
ニ 
0
0七
年
に
シ
ア
タ
ー
能
楽
の

米
国
ツ
ア
ー
で
上
演
。

i l

O
O

詩型E 
a場可Z

〔ロユコ 

乙

Z
6
3
2

炎

翻
訳
者
、
大
東
文
化
大
学
教
筏
〉

作
畠
リ
チ
ャ 

ド
・
ヱ
マ

i

ト
i

l
'

ナ 

サ
ル
ズ
。

あ
ら
す
“
し
米
定
の
未
来
ス
ト

大
学
教
授
)

リ 

で
、
あ
る
宇
衡

i

l

そ
の
後
、
日
本
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
爵
演
。
エ
マ
!

の
旅
人
が
元
地
球
で
あ
っ
た
場
所
で
地
球
に
住
ん
だ
最 

i

f議量級.PAGODAJのうち合せを� NHKロンドン交罪悪取材中� (2009.12.1 ) 

ト
演
出
。
騰
の
役
、

I

ン〉
i

(
一
九
八
五
年
)

3 
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l
マ 

ト
と
松
井
彩
の
演
出
。
ま
た
一
九
九 

づ。
w

i

i

レ 

ザ 

島
に
来
る
と
、 

レ
ク 後

の
人
間
、
老
女
に
出
会
う
。
も
う
無
き
地
球
の
こ
と

を
嘆
き
な
が
ら
、
そ
の
策
し
さ
を
思
い
出
し
な
が
ら
舞

音
量
一
九
八
五
年
、
筑
波
万
博
マ
初
演
。
一
九
八
六

年
、
東
京
の
増
上
寺
本
堂
で
再
演
。
夢
幻
議
構
成
。

イ
ラ
イ
ザ
〔
山
山
口i
N
m
w
〕

九
八
九
年
)

作
ア
ラ
ン
・
マ
レ
ッ
ト
〈
一
沌
シ
ド
ニ 

大
学
教
控
、

日
必
ゅ
の
雅
楽
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住
民
の
音
業
研

究
者
〉

作
曲
リ
チ
ャ 

ド
・
エ
マ 
l
ト

型

付

松

井

彬

あ
ら
ず
.
し
あ
る
旅
人
が
オ 

ス
ト
ラ
リ
ア
東
北
の
フ

i

Lz-
九
被
紀
前
半
に
難
破
し
た

イ
ギ
リ
ス
船
の
船
長
婦
人
イ
ラ
イ
ザ
・
フ
レ

i
ザ 
i
の

i

亡
霊
に
出
会
う
。
彼
女
は
一
年
問
先
住
民
た
ち
と
住
ん

だ
あ
と
、
シ
ド
ニ 

や
ロ
ン
ド
ン
に
一
段
り
、
先
往
誌
へ

の
差
別
惑
に
あ
ふ
れ
た
嘘
の
恐
ろ
し
い
作
り
話
を
し
て
、

人
気
語
り
子
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
嘘
で
あ
る
こ

と
を
繕
り
、
祭
り
で
先
住
誌
と
蟻
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ

の
文
化
に
理
解
を

4

不
す
よ
う
に
な
る
。

費
出
一
淑
一
九
八
九
年
、
シ
ド
ニ
ー
大
学
の
能
プ
ロ
ジ
ヱ

ク
ト
で
学
生
に
よ
る
公
擦
が
実
現
。
リ
チ
ャ 
i
ド
・
エ

O
年
に
東
京

の
梅
若
能
楽
学
院
会
館
で
再
議
。
夢
幻
能
形
式
。

i
ン ス� 

1"""'1 

(')
(
米
関
劇
作
家
、
ブ
ラ
ウ
ン

ト

震
出
土
附
由
理
子
(
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
シ
ア
タ
ー
-

オ
ブ
・
ユ
ウ
ゲ
ン
の
製
設
者
)

あ
ら
す
じ
ア
メ
リ
カ
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
若
者
が

夢
を
見
て
旅
に
出
か
け
、
ト
九
世
紀
の
オ
グ
ラ
ラ
族
の

戦
士
ク
レ 

ジ 

ホ
!
ス
の
霊
に
出
会
い
、
自
分
の

文
銘
を
改
め
て
考
え
、
平
殺
の
祈
り
を
す
る
。

費
削
一
線
二 

0
0
.
年
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ジ
ャ
パ

ン
タ
ウ
ン
の
平
和
塔
前
で
初
演
。
ニ 
0
0五
年
、
部
名

「
ラ
コ
タ
の
月
〈
廷
き
ロ
(
)
片
付
宮
符
号
室
主 

印ご

と
し
て
再
演
。
日
本
の
愛
知
万
博
や
東
京
の
シ
ア
タ
ー

、
ま
た
ア
メ
リ
カ
で
も
三
ヶ
所
で
上
謀
。
シ
テ
は
野

村
長
可
(
観
世
流
シ
。

カ
モ
メ
門
.
叶 
2

0

0
三
ニ

(二
 

六
年
〉


作
ダ
フ
ネ
拳
マ
!
ラ
ッ
ト
(
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ


シ
ュ
コ
ロ
ン
ピ
ア
州
の
詩
人
・
小
説
家
〉


作
品
出
リ
チ
ャ 

ド
・
ヱ
マ 

ト


襲

持

松

井

彬


Xあ
ち
す
じ
若
い
日
系
カ
ナ
ダ
人
の
漁
師
が
戦
争
中
に


抑
協
所
に
入
れ
ら
れ
、
そ
こ
で
附
親
は
亡
く
な
る
。
抑


留
所
を
解
放
さ
れ
た
後
、
初
め
て
船
に
乗
っ
て
出
か
け
、


i

カ
モ
メ
の
形
に
な
っ
た
母
の
霊
に
出
会
う
。
母
は
結
婚

l i
-

す
る
た
め
和
歌
山
牒
か
ら
カ
ナ
ダ
に
渡
っ
た
の
で
、
死

i

O
O

C
E

i

ぬ
総
に
母
国
の
日
本
む
一
絞
り
た
か
っ
た
が
、
日
本
を
知

ら
な
い
息
子
た
ち
と
反
対
さ
れ
、
と
う
と
う
麟
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
亡
設
と
息
子
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
を
語
り
、
家
族
の
概
念
を
符
え
る
作
品
。

背
景
パ
ン
ク

i
パ
i
郊
外
の
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市
で
、

松
井
彬
と
ヱ
マ 

ト
の
演
出
で
カ
ナ
ダ
の
ブ
口
の
役
者

た
ち
に
よ
っ
て
初
演
。
夢
沼
能
形
式
。

ユノ

ホ

パ
イ
ン 

パ
レ
ン
ズ
(
不
弔
の
松
〉

[
可
言
。
宿
需

3
コω
〕

(

ニ

グ
・
ジ
オ
パ
ニ 

米
協
の
劇
作
家
、
演

i
e

i
(

作

グ

レ

持
臨
・
漉
出
リ
チ
ヤ
ー
ド
・
エ
マ 

ト

あ
ら
ず
じ
米
関
ニ
ュ 

ジ
ャ 

ジ
!
州
東
海
岸
に
あ

る
松
し
か
生
え
な
い
寂
し
い
不
毛
の
地
方
で
知
ら
れ
て

い
る
伝
説
に
は
恐
ろ
し
い
鬼
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
・
デ
ビ
ル

が
い
る
と
い
う
。
一
一
人
の
ウ
ィ
ッ
カ
ン
の
憎
が
こ
の
パ

イ
ン
・
パ
レ
ン
ズ
に
消
え
た
仲
需
を
探
し
に
い
き
、
若

い
少
年
に
出
会
い
、
後
半
そ
の
ジ
ャ 

ジ 

デ
ピ
ル

と
し
て
現
れ
、
僧
た
ち
が
祈
り
に
よ
り
と
う
と
う
そ
の

デ
ビ
ル
を
押
さ
え
る
物
語
。

背

景

コ 
0
0五
年
以
来
シ
ア
タ 

能
楽
は
劇
作
家
の

た
め
の
能
榔
脚
本
作
成
ワ 

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
主
催
し
て
い

る
が
、
そ
の
第
二
凶
に
参
加
し
た
ジ
オ
パ
ニ
!
さ
ん
の

作
品
。
一
一 

0
0六
年
の
シ
ア
タ
ー
能
楽
の
米
関
ツ
ア
ー

i i

l
i

で
上
演
。

隅
田
川
〔 
m
w
c
a
a
ω
E
g
ユ

古
典
能
の
英
語
版

欝
訳
輔
自
リ
チ
ャ

能
按
業
の
集
大
成
の
公
潰
。
エ
マ

(
松
井
彬
、
大
島
衣
恵
指
導
)

パ
ゴ
ダ
〔
明 
Mgoaω

〕

作
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
チ
ョ
ン
グ
(
中
国
系
イ
ギ
リ
ス
入
、

詩
人
、
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ 

〉

作
曲
リ
チ
ャ 

i

作
エ
リ
ッ
ク
寺
ヱ

大
学
教
授
)

作
曲
リ
チ
ャ 

ド
・
エ
マ 

ド
・
ヱ
マ

i

ト
l

あ
ら
す
む
イ
ギ
リ
ス
人
女
性
が
中
盤
へ
旅
を
し
、
亡

i
.宅

ω 
N 

(句〈  

5ま� 
O~ 
-(1) 

L....I 

0
0六
年
) 

出
家
、
シ
ア
タ
ー
能
楽
の
会
長
)

l

。
。
九
年
)

ド
・
エ
マ 

ト

務
議
ハ
ワ
イ
大
学
的
能
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
一
年
間
の

ト
指
導
・
演
出
。

j

i i
会 

4
0
0
九
年
)

l

i
-

4 
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会
い
、
幼
い
持
に
ハ
メ
が
家
族
と
離
れ
た
話
や
そ
の
家
族

の
苦
労
や
悲
し
み
を
語
る
。
そ
こ
に
父
の
亡
霊
も
現
れ
、

若
い
旅
人
泣
ハ
メ
と
組
母
、
叔
母
が
魂
の
慨
界
で
再
会
し

て
い
る
こ
と
を
悟
る
。

閣

議

コ 
0
0九
年
十
一
一
月
、
大
島
能
楽
堂
と
能
楽
の

ブ
ロ
と
シ
ア
タ

i
能
楽
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ツ
ア
ー
で
共
演

し
、
三
ケ
際
関
ケ
所
〈
ロ
ン
ド
ン
・
ダ
プ
リ
ン
・
オ
ッ

i i

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
パ
リ
〉
で
公
演
。
シ
テ
〈
祖
母
の
議
〉

大
島
衣
恵
。
シ
テ
ツ
レ
(
父
の
暑
さ
大
島
輝
久
・
松
井
彬
。

以
上
む
よ
う
立
幾
つ
も
の
英
語
能
の
経
験
を
元
に
、

英
語
能
「
パ
ゴ
ダ
」
公
演
は
実
現
し
た
。
大
島
政
允
師

の
叫
明
言
と
大
島
譲
楽
堂
始
め
、
他
の
能
楽
師
ぬ
方
々
の

ご
協
力
で
シ
ア
タ 

龍
楽
に
と
っ
て
は
今
ま
で
で
一
番

大
き
な
仕
事
と
な
っ
た
。

特
に
大
島
衣
恋
民
に
は
大
変
な
仕
事
そ
し
て
関
い
た
。

能
楽
舗
と
し
て
彼
女
の
演
技
の
力
強
大
切
と
舗
の
美
し
さ

に
払
は
以
前
か
ら
魅
力
を
感
じ
て
い
た
が
、
今
闘
は
英

語
の
一
識
を
強
い
た
わ
け
で
、
日
本
語
の
謡
と
陪
む
よ
う

に
英
語
の
謡
が
で
き
る
か
は
心
酎
だ
っ
た
。
し
か
し
、

予
想
以
上
に
彼
女
は
英
語
で
の
謡
を
こ
な
し
た
。
古
典

能
で
培
っ
た
力
強
さ
を
英
語
能
に
も
発
揮
し
、
「
パ
ゴ
ダ
」

の
ス
ト

i
リ
i
が
観
客
を
感
動
さ
せ
た
だ
け
で
辻
な
く
、

能
と
い
う
日
本
の
古
典
芸
能
が
英
語
で
あ
っ
て
も
観
客

を
感
動
さ
せ
た
。
衣
恵
さ
ん
の
水
準
高
い
演
技
に
引
っ

揺
ら
れ
て
シ
ア
タ 

能
楽
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き
た
。

錦
燃
は
日
公
ゅ
の
伝
統
芸
能
と
し
て
長
い
臓
史
、
が
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
伝
統
議
俄
で
あ
る
の
で
、
伺

よ
り
も
訟
畿
を
守
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
の
考
え
が

強
い
。
し
か
し
、
能
試
そ
の
歴
史
の
中
で
日
本
社
会
の 

歴
史
と
と
も
に
変
化
し
て
い
る
。
僚
間
弥
の
持
代
後
、

装
束
が
豪
華
に
な
り
、
五
番
立
て
の
分
類
に
な
っ
た
り
、

大
名
と
し
て
の
パ
ト
ロ
ン
が
無
く
な
っ
た
り
、
能
楽
堂

、
が
で
き
た
り
、
電
気
を
使
っ
た
り
、
色
々
と
変
記
し
て

い
る
。現

在
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
一
つ
誌
能
立
携
わ
る
女

流
の
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
。
民
対
す
る
人
が
い
て
も

時
代
と
と
も
に
燃
え
統
け
て
い
る
。
火
牲
が
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
進
出
し
て
い
る
と
持
議
、
能
の
被
界
も

持
様
で
あ
る
。
私
個
人
の
考
え
は
そ
の
不
可
避
な
状
況

を
ど
う
信
容
す
べ
き
か
を
論
じ
る
べ
き
と
患
加
え

オ
ペ
ラ
は
昔
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
イ
タ
リ
ア
話
で
し リハーザル ロンドン大学!こて (2009.11.30)

か
歌
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
今
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ

ツ
語
、
英
語
、
日
本
語
で
も
歌
わ
れ
て
い
る
。
英
語
能

の
状
況
は
そ
れ
と
は
少
し
違
う
が
、
能
も
日
本
語
以
外

の
色
々
な
言
語
で
謡
わ
れ
る
可
能
地
性
泣
あ
る
。

能
は
日
本
の
伝
統
的
な
芸
能
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本

人
以
外
の
人
々
に
も
大
変
な
魅
力
を
感
む
、
さ
せ
る
芸
能

で
あ
る
。
叫
能
は
日
ぶ
だ
け
の
芸
能
で
な
く
、
機
界
の

諜
能
い
と
思
っ
て
い
る
。

現
在
、
シ
ア
タ
ー
能
楽
は
未
熟
な
歩
み
が
始
ま
っ
た

ば
か
り
、
こ
の
試
み
が
ど
こ
ま
で
続
く
の
か
、
少
な
く

と
も
現
在
、
我
々
は
捷
に
惑
換
し
、
そ
の
感
動
を
英
語

で
話
す
人
々
に
も
荷
と
か
↑
伝
え
た
い
と
強
く
思
っ
て
い

る。

父
の
故
郷
を
探
す
。
そ
こ
で
祖
母
や
叔
母
の
亡
霊
む
出

3高額能 rPAGOOAJ(ロンドン公潟 2009.12.2)
シテ大島義衣怒 りキジユピリス・ムーア シテツレヱリザベス・ダウド 
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謡
曲
と
私
と
広
島
大
島
会
ト


d
E
E
-
-J""

z(2) 

H
H
H

i
n
n

，，、も，，，
 

‘、-

あ
る
友
人
か
ち
の
電
話
の
こ
と

「
あ
ん
た
の
習
っ
て
い
る
謡
曲
の
先
生
は
大
島
先
生
じ
や
ろ
う
日

大
し
た
先
生

じ
ゃ
の
う 

今
朝
の
新
聞
で
見
た
で 
H
H

あ
ん
た
も
と
う
と
う
最
高
を
究
め
た
の

ぷ，
 

こ
ん
な
良
い
先
生
に
替
っ
て
、
し
か
も
広
島
大
岳
会
の
会
長
を
や
っ
て
い
る

日

ぞ
う
じ
ゃ
な
い
か
交
い
(
広
島
弁
丸
出
し
〉

大
島
政
允
先
生
と
大
島
衣
窓
先
生
が
京
成

月
一
一
日
か
ら
し 

関
に
わ
た
り
、

ロ
ン
ド
ン
等
三
カ
掛
川
間
添
市
で
飲
州
公
演
を
な
ぎ
っ

た
こ
と
、

又
大
島
衣
窓
先
生
が
金
柑
英
語
に
よ
る
新
作
能
「
パ
ゴ
ダ
」
を
上
演
さ
れ

た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
私
は
こ
の
時
稼
嬉
し
く
思
い
、
誇
ら
し
く
感
じ
た
こ
と
は

十

な
く
、
大
島
先
生 
ζ
習
っ
て
よ
か
っ
た
と
、

つ
く
づ
く
祷
惑
し
た
も
の
で
あ
る
。 年

十

(
大
島
政
允
先
生
は
喜
多
流
の
職
分
で
「
重
要
無
形
文
住
財
総
合
指
定
」
を
受
け
て


お
ら
れ
る

又
脂
綿
入
で
漏
出
に
本
格
的
な
能
楽
堂
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
)


広
一
慰
問
大
議
会
合
生
い
立
ち

私
が
賂
い
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
附
和
問
十
年
頃
に
俗
名
か
の
同
好
の
有
識
が
集

ま
り
「
桜
山
か
ら
大
島
久
見
先
生
〈
政
允
先
伎
の
ご
尊
父
〉
を
お
揺
さ
し
て
教
え
そ

主
お
う
で
誌
な
い
か
」
と
の
議
見
が
持
ち
上
が
り
、
初
代
本
島
大
島
会
会
長
と
し
て

帯、耐

久
村
文
二
氏
を
中
心
に
ご
尽
力
頂
ぎ
実
現
し
た
と
の
事
で
あ
る
。
〈
そ
の
頃
久
村
文

二
氏
は
、
定
烏
喜
多
会
の
会
長
も
な
さ
っ
て
お
ら
れ
た
〉

お
稽
古
の
場
所
は
、
広
島
市
中
区
小
町
の
百
米
道
蕗
沿
い
に
あ
る
妙
耐
震
院
(
清
岸

寺
)
に
お
騒
い
す
る
事
と
な
り
、
そ
の
後
、
も
う
四
十
五
年
以
上
を
経
過
す
る
が
、

妙
痩
院
の
加
熊
さ
ん
の
格
加
の
お
世
話
に
よ
り
現
在
ま
で
盛
大
に
続
い
て
い
る
と
こ

ろ
の
、
ま
さ
に
栄
誉
あ
る
会
で
あ
り
ま
す
。

久
村
文
二
氏
が
長
く
お
世
話
を
な
さ
っ
た
後
、

光
成
健
男
氏
立
引
絡
が
れ
、
氏
の
献
身
的
な
ど
努
力
に
よ
り
発
燥
を
総
け
で
ぎ
た
と

こ
ろ
で
す
。
光
成
氏
の
突
然
の
ご
逝
去
に
伴
い
、
短
期
鍔
で
す
が
小
生
(
松
宗
勉
〉

が
引
継
い
だ
わ
け
で
す
。

(
本
年

月
の
総
会
で
、
守
矢
雅
彦
氏
に
決
定
し
ま
し

た
。
) 

謡
蕗
を
奮
つ
て
の
所
感

(3)
e お

龍
は
室
町
時
代
の
初
め
に
出
来
た
も
の
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
既
に
六

そ
0
0年
裂
の
時
際
の
菱
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
為
、
若
子
難
解
な
点
も
あ
り
、
高
め
か

し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

つ
れ
て
仰
向
か
日
本
的
な
良
い
も
の

が
私
の
中
立
「
ス

i
ツ
」
と
入
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た 

6 
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私
は
、
昭
和
二
十
六
年
に
勤
務
先
の
会
社
に
謡
曲
部
が
出
来
る
こ
と
と
な
り
、

れ
と
問
時
に
入
門
し
、
現
設
ま
で
お
よ
そ
詰
雰
上
は
六
十
年
間
続
い
た
こ
と
と
な
り

ま
す
が
、
そ
の
間
半
分
程
度
捻
転
勤
等
で
稽
吉
を
休
ん
で
お
り
ま
す
。
し
か
し
現
庇

ま
で
一 

m
m
O祷
は
湖
闘
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
「
中
習
」
ま
で
は
済
ま
せ
た
こ
と
に
な
っ

担) て
い
ま
す
。

(
大
島
先
生
に
は
、
私
が
定
年
後
の
平
成
一
一
一
年
か
ら
師
事
し
、
既
に
二

十
年
近
く
に
な
り
ま
す
)

お
能
の
治
信
柱
、
日
本
の
古
典
を
閥
材
に
し
た
も
の
が
多
く
、
や
で
も
源
氏
物
語
、

ぬ
が
家
物
語
が
多
く
を
市
め
て
い
る
よ
う
記
患
い
ま
す
。
そ
の
点
、
取
り
つ
ぎ
易
い
一

耐
も
あ
り
ま
す
。
私
が
習
っ
た

凶 

番
の
お
能
に
つ
い
て
も
、
夫
々
情
景
鎗 
ゆ
が

異
な
り
、
誠
い
方
も
重
い
も
の
、
線
い
も
の
、
強
い
も
の
、
弱
い
も
の
、
速
い
も
の
、

遅
い
も
の
、
等
微
妙
に
異
な
り
、
謡
曲
の
素
晴
ら
し
い
名
文
章
と
共
に
そ
こ
が
面
白

O

く
、
味
わ
い
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
夫
々
の
患
の
ス
ト
ー
リ 

の

内
容
を
よ
く
理
解
す
れ
認
す
る
料
開
‘
層
興
味
が
わ
く
と
思
い
ま
す
。
最
近
や
つ

の
こ
と
ピ
気
付
き
始
め
た
と
言
い
ま
す
か
、
即
ち
則
加
の

「
日
本
古

典
の
一
端
に
ふ
れ
る
こ
と
が
出
来
、
そ
の
奥
の
深
さ
に
気
付
い
た
こ
と
い

永
く
や
っ

て
良
か
っ
た
と
患
う
し
、
お
後
の
見
方
、
謡
曲
の
楽
し
み
方
で
は
な
い
か
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
今
日
こ
の
頃
で
す
。

経
わ
り
に

以
上
、
取
り
留
め
の
な
い
話
で
し
た
が
、
私
と
し
て
も
近
く
広
島
大
島
会
の
会
長

i w

は
退
き
ま
す
が
、
終
生
体
調
の
許
す
線
り
、

」
の
愛
す
る
広
島
大
島
会
に
籍
を
お
か そ

せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
遊
を
楽
し
み
た
い
と
患
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
広
島
大
島
会
の
限
り
な
い
発
展
を
祈
念
し
、
こ
の
稿
を

終
わ
る
事
と
致
し
ま
す
。

広島大量整会{昭和59王手21'119日}� 
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氏

議事業後はやヤ爽

升<::

本守主

森 和
かず

校で教檀;二¥l.'?
おお年より後妻美に綴しみ、議� e伎舞を

喜喜多流シテカ火お次慾喜援に、

鼓を大会淡!J、数jj久間舜一郎氏iこniJj考答。� 

1告99年-20例年まで長率校淡劇凌指導事。

総本に� f鮫路減物語� r泌来1111ぎ撲滅も

のがたり� f本悶紛紛る“� I桜のものが

たりj 他、創作総「城主災海j など。

た

平日

「
讃
岐
自
の
宗
高
一
丸
窯
鱗
で
お
龍
を

が
活
臨
し
た
。
人
麻
呂
の
活
動
時
期
は
、 

子

小謡� n終をき瓦諸積J初鍛際� (2010.3.28) 

し
ま
す
」
と
お
開
き
し
た
の
誌
、

の
時
代
と
盤
な
る
。

藤
原
宮
の
謎
を
秘
め
た
ロ
マ
ン
に
ひ

R


十
七
日
新
年
初
緩
会
後
の
懇
親
会
で
あ
っ

藤
燦
携
の
瓦
が
焼
か
れ

て
い
た
こ
と
、
す
ぐ
そ
ば
に
議
が
あ
っ

て
、
荷
を
積
み
出
し
た
こ
と
も
持
つ

藤
原
宮
の
瓦
、
す
ぐ
に
は
ピ
ン
と
来
な

議
原
宮 

柿
本
人
麻
呂 

ム一書

か
っ
た
が
、
と
ん
で
も
な
く
吉
い
遼
史

ロ
マ
ン
で
あ
る
こ
と
註
惑
ぜ
ち
れ
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
晃
る
と
、
二
重
一
の
花

弁
が
十
六
枚
並
ん
だ
美
し
い
瓦
で
・
あ
っ

た
。
複
式
蓮
華
文
軒
丸
瓦
と
い
う
名
で

あ
っ
た
。
こ
の
瓦
が
宮
殿
を
鋳
り
、

の
光
を
受
け
て
銀
色
に
輝
い
た
に
違
い

な
い
。
そ
の
様
は
、
中
間
酬
を
知
ら
ぬ
者

に
も
、
底
の
都
を
思
わ
せ
た
で
あ
ろ
う
。

藤
原
宮
は
、

の
飛
蕗
浄
鐸

原
宮
か
ら
、
六
九
削
年
〈
持
続
八
年
)

i

l

i
i

た
っ
て
い
た
頃
、
宗
古
の
小
謡
を
作
つ

て
み
ま
せ
ん
か
、

を
結
ぶ
和
歌
。
ま
ず
は
、
万
葉
集
を
読

み
直
そ
う
と
思
っ
た
。
頁
を
め
く
り
な

日

に
灘
都
さ
れ
た
、
日
本
史
上
議
訪
で
議

大
の
ゆ
凶
風
の
都
城
で
あ
っ

が
ら
、
人
麻
呂
の
歌
を
音
読
し
て
み
る
。

言
霊
が
立
ち
上
っ
て
胸
が
し
め
つ
け
ら

れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
殊
に
人
麻
呂

の
挽
歌
は
、

そ
の
人
が
ま
だ
そ
こ
に
い

る
か
の
よ
う
に
語
り
か
け
、

ほ
め
た
た

え
る
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
収
り
切
れ
な

い
激
し
い
魂
の
あ
り
ょ
う
を
思
う
。
ふ

と
、
ゐ
…
鼻
持
〈
〉
獲
の
人
麻
門
的
作
歌
「
讃
岐

の
狭
山
勾
の
お
に
行
の
中
に
死
人
を
見
で
い

と
い
う
歌
が
践
に
入
つ

人
跡
目
が

っ
た
の
か
、
死
人
と

は
維
な
の
か
、

く
の
識
で
あ
る
。

は
、
よ
い
海
藻
が
取
れ

る
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
が
、
こ
の
枕
詞

は
、
実
は
入
麻
呂
、
が
作
っ
た
枕
詞
で
あ

る
。
枕
謁
拾
す
べ
て
古
代
か
ら
あ
っ
た

の
拾わ
、ず

大
変
な
事
業
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
た

め
幾
内
だ
け
で
な
く
、
讃
般
的
宗
寄
で

も
一
九
を
焼
く
こ
と
に
な
っ
た
。
藤
原
宮

の
瓦
は
、
急
務
の
鴎
家
事
業
で
あ
っ
た
。

藤
原
宮
で
は
、
白
鴎
文
化
が
花
謹
き
、

柿
本
人
麻
呂
を
始
め
と
す
る
宮
廷
歌
人

わ
け
で
誌
な
く
、

の
で
あ
ろ
う
が
)

口
議
か
ら
記
載
へ
の

と
お
話
を
い
た
だ
い

(
本
来
は
古
代
の
も

a 
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過
渡
期
に
あ
っ
た
人
麻
日
の
時
代
に
作
ら

れ
た
も
の
が
多
数
あ
る
。

「
人
麻
日
の
作
品
中
に
見
え
る
枕
詞
の

数
は
約
百
四
十
余
種
で
あ
る
。

そ
の
半
数

は
人
麻
日
の
作
に
は
じ
め
て
見
え
る
も
の

で
あ
る
。
残
り
半
数
の
う
ち
、
更
に
そ
の

約
半
分
は
記
紀
に
見
え
る
も
の
で
あ
り

あ
と
半
分
は
万
葉
集
中
人
麻
日
よ
り
以
前

の
作
に
見
え
る
も
の
或
は
前
後
不
明
の
も

の
で
あ
る
。
」
(
「
枕
詞
を
通
し
て
見
た
る

人
麻
日
の
独
創
性
」
『
高
葉
の
作
品
と
時

代
』
津
潟
久
孝
著
)

「
玉
藻
よ
し
」
も
ま
た
、
人
麻
日
の
独

創
の
枕
調
で
あ
る
。
実
は
こ
の
著
書
は
私

が
卒
論
で
人
麻
日
の
枕
調
を
研
究
し
よ
う

と
思
い
立
っ
た
論
文
な
の
だ
が
、
今
ま
た

「
玉
藻
よ
し
」
に
出
会
え
る
と
は
思
っ
て

も
み
な
か
っ
た
。
讃
岐
国
を
う
た
う
に
は
、

こ
れ
し
か
な
い
と
思
っ
た
。
人
麻
日
の
枕

詞
を
借
り
よ
う
。
そ
う
決
め
た
ら
、
自
然

ひ
じ

と
「
泥
も
よ
し
」
と
浮
か
ん
で
き
た
。
あ

と
は
、
今
ま
さ
に
宗
吉
に
い
る
気
持
ち
に

な
っ
て
、
窯
が
山
裾
に
沿
っ
て
造
ら
れ
、

夜
中
煙
が
立
っ
て
い
る
様
子
を
詠
ん
だ
。

出
来
上
が
っ
た
耳
は
船
に
積
ま
れ
、
都
へ

と
勢
い
よ
く
帆
を
上
げ
た
。
今
、
船
出
の

時
で
あ
る
。

二
三
�
 
番
の
柿
本
朝
臣
人
麻
日
の
讃
岐
狭

O

(
在
)
「
玉
藻
よ
し
讃
岐
の
国
」

は
、
万
葉
集

由
今
嶋
で
の
歌
中
に
あ
る
枕
詞
。
こ
の
枕
詞

は
他
の
使
用
例
が
認
め
ら
れ
な
い
人
麻
日

独
創
の
枕
詞
で
あ
る
。
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能「三輪j 大重量~君臨 幾多流大島能楽堂 能「小塩J大際政允 14世喜多六平太記念能楽鍍 
(2009.9“20 久世襲鱒畿銀影) (2009.4.26 池上嘉治撮影)  

10 



2010年(玉F成22{f)4 R15日 能おおしま草紙 第21勾

久保鱒講義綴影)51 1.1(2009. 
能 f朝長j大腐敗允喜喜多流大島能楽怠 能 f班女j大島輝久 14世喜多穴平太記念能楽滋 

(2009.9.26 神田佳明嫌影}
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允
作
円
入

政

万

輝

臨
時
村
由
一
司

大

野

大

演能ご案内� 〉
jj電

「小袖曽我j

料演鑑場会催

ア月288(水) 

6月20日〈日〉� 

5J=316日(日)

関� 

5J=3 

8J=3 8日(臼) 三和の森光?雲寺薪能� 

自

{家々木多門

大銭輝久
野村IJ¥::主郎

金子医

大島衣懇

浅LlJあきら

大重量政允

大島政允

茂山千五部

太島政允

井上宣言洛

野村善意議
浅山手li郡
大重量政允

翁政允

松田高議
出雲康~1t

松井彬
茂山千五郎

大鳥政允

大屋事政允

長回議

太織衣高額

大島政允

態絵空室そ遺留種調茸車1輔� 

-能鑑銭重言

語~ r鋒木」
狂言霊「金藤左衛門」茂山手五郎

総� f累� I家i

能・舞噺子・素謡

能� rJ怒界議j

華経後山8月� 9臼 ( 3 ) 後 援国たきぎ能�  

11月21日(包)� 

根彦16:00i渓� 

11月238(El)広島大島  

11月288(部喜多流蛾分自主公演

被彦9月128 (El) 

9J=319臼(日)� 

.pt一年末、� 3遡附の長期ヨーロッパ公淡「浴経.PAGODAJはお地

で多くの方々に感動を与え、大成功を絞めました。ジャネット女史

とエマート氏を始めイギリス人、アメリカ入、日本人、� 3ヶ閣のお� 

i政務tニスタッフが最後まで結束、協力して出来上がった素晴らしい

公演でした。濁係各位に!裁選誌です!

・「神が降りる!J森和子氏作認のふ緩「宗吉瓦窯」は放にこの言葉

のようにHI氷上がり

ました� W::転機よし

議殺の国は泥もよし 喜多縮大嘉麓楽堂 
  
…寸練習も充分で 


きないままでしたが、 ;=720-0814広島凝議山市光南町2-2-2
 
讃般のう子ども遠は薪 Tεし084-923-2633
 
能当日、� tL議長iこ緩い FAX 084-923-8ア30
 
ましたね。孝子幾う!� http.#www.noh-oshimf支� com

(Y.O) 
新年初謡会� (2010.1.17) 
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